
平成 28 年 2 月 6 日（土）午前 10 時から、玉川地区自治会の役員や

防災対策委員会のメンバーを中心とする皆さまで、「第 5 回玉川町地区防

災まちづくりワークショップ」として、皆さんの検討やまち歩きの結果を

まとめた「ハザードマップ（案）」を確認しました。今回は、18 名(地区

住民 10 名、ほかに市職員（小名浜支所・危機管理課の各所属）5 名・コ

ンサルタント 3 名）が参加しました。（「防災まちづくりワークショップ」

と当日のプログラムの詳細は、ウラ面をご覧下さい。）

2 グループに分かれて案を確認しました。【ウラ面も参照下さい。】

玉川町地区防災まちづくり活動支援事業

玉川町防災まちづくり活動ニュース
平成 28 年 4 月発行 いわき市 危機管理課

地区の防災に関する現状を点検したハザードマップ案が完成！

(第 5 回防災まちづくりワークショップ)
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★ ハザードマップ案づくり(第５回ワークショップ)の内容 ★

◆防災まちづくり活動支援事業に関するお問合せは

いわき市行政経営部危機管理課：植野(うえの)、藁谷(わらがい)

(電話 22-7551(直通))

○これまでの皆さんの検討やまち歩きの結果をまとめた「ハザードマップ（案）」

を確認しました。

○表面は、「地域の防災情報」として追加掲載すべき事項等を確認しました。

○裏面は、「いざというときに備えて知っておいてほしいこと」として、震災の際

の経験を踏まえて、非常持ち出し袋のアイデア等について検討しました。

○「ハザードマップ」を活用しながら今後の活動計画を検討しました。

※皆さんがまとめたハザードマップ案(裏)面をご覧ください。
ハザードマップを活用して、地区の防災力の向上を目指します。
【ハザードマップは、説明会・地区への配布を予定しています】

※「防災まちづくりワークショップ」は、地区の住民のみなさんの話し合いに

より、ハザードマップや計画づくりを進めるものです。

※平成 28 年度は、地区の防災情報満載のハザードマップをもとに、災害に備

えた訓練や、安全な避難のための対策・体制づくりなどを検討していきます。

これからでも参加できますので、関心のある方は是非参加してみませんか。

※平成 28 年度のスタートにあたり「住民発表会」を開催します。

【平成 28 年５月開催予定 ご興味のある方は下記の連絡先まで】

※平成 28 年 4 月以降も、地域の防災力向上に向けた課題への取り組みにつ

いて皆さんと話し合っていきます。

○いざというときに被害が少なくできるよう、日頃から何をすればよいのか？

○実際に災害が発生したら／発生が見込まれたら、どのように行動するのか？

○災害の発生後、どのように自分たちの暮らし・コミュニティを再建するの

か？

防災まちづくりワークショップに参加してみませんか


